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＜概要＞ 科学技術の発展とともに、バイオエシックスは

いつも新しい課題に直面し、挑戦し続けている。このバイ

オエシックスの軌跡を「環境・自然」、「こどもの医療」、「生

死の決断」等、私たちのいのちに関わる重要なテーマに焦

点をあてて検討、考察し、問題解決への提言を行った。 
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